
レ
ヴ
ィ
ア
タ
ン
（
H
b
〈
㌶
軍
費
）
の
政
治
思
想
史
的
意
義

江
　
阪
　
長
　
四
　
郎

　
レ
ヴ
ィ
ァ
タ
ン
の
著
者
ト
ー
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ス
（
日
ぎ
暴
ω
類
。
亨

σ
。
ω
）
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
マ
ル
ム
ス
ベ
リ
（
蚕
ぎ
霧
喜
S
に
牧

師
の
子
と
し
て
生
れ
た
。
父
が
人
と
喧
嘩
し
て
土
地
に
居
ら
れ
な

く
な
っ
た
の
で
、
彼
は
土
地
で
手
袋
繭
を
し
て
み
た
伯
父
の
下
に

引
き
取
ら
れ
て
學
校
へ
出
し
て
も
ら
っ
た
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で

バ
チ
ェ
ラ
ー
・
オ
ブ
・
ア
ー
ツ
の
肩
書
を
得
て
か
む
、
校
長
の
紹

介
で
貴
族
の
家
庭
教
師
と
な
り
、
そ
の
お
供
を
し
て
大
陸
を
漫
遊

し
た
。
第
　
回
目
の
漫
遊
で
は
歴
史
に
、
次
に
は
数
學
に
、
第
三

回
目
の
漫
遊
に
お
い
て
は
物
理
學
に
興
味
を
持
つ
襟
に
な
っ
た
。

白
取
初
ザ
・
セ
カ
ン
ド
・
ア
：
ル
。
オ
ブ
・
ノ
ア
ボ
ン
シ
ー
ル
（
8
財
㊦

。。

曹
W
巳
国
王
9
U
9
δ
琶
μ
冨
）
の
家
庭
教
師
と
な
り
、
間
も
な

　
　
　
　
レ
ヴ
ィ
ア
タ
ン
（
い
O
＜
㌶
筈
P
ε
の
政
治
思
想
更
的
出
楓
義

く
ベ
ー
コ
ン
に
そ
の
聰
明
を
愛
せ
ら
れ
、
秘
書
の
様
な
事
を
も
し

て
み
た
。
一
六
三
四
年
か
ら
ず
・
サ
ー
ド
・
ア
ー
ル
・
オ
ブ
・
デ
ボ
ン

シ
！
ル
（
コ
δ
け
ξ
ぼ
二
二
・
ユ
○
頃
U
9
δ
蕊
三
器
）
の
お
供
を
し
て
第

三
嗣
醤
の
大
陸
漫
遊
を
す
る
事
に
な
っ
た
。
此
の
漫
遊
中
、
彼
は

一
六
三
六
年
フ
ロ
レ
ン
ス
で
自
己
の
崇
拝
す
る
老
科
益
者
ガ
リ
レ

オ
・
ガ
リ
レ
イ
（
○
拶
五
一
Φ
O
　
O
鋤
躍
岡
①
睡
）
に
會
っ
て
居
る
。
翌
々
三
八

年
に
は
岡
じ
揚
所
で
ミ
ル
ト
ン
も
ガ
リ
レ
イ
を
訪
問
し
て
居
る
。

ガ
リ
レ
イ
は
そ
の
頃
失
明
し
、
四
二
年
七
十
八
歳
で
亡
く
な
っ
て

居
る
。

　
ご
一
七
年
に
麟
㎜
湿
す
二
⇔
キ
｝
、
イ
ン
。
ク
榊
フ
ン
ド
ぽ
櫛
識
病
教
徒
革
八
戸
拙
酬
一
二

年
、
政
界
は
漸
く
騒
然
と
し
て
居
る
。
か
・
る
事
箭
に
刺
戟
せ
ら

れ
た
も
の
か
、
ホ
ッ
ブ
ス
は
自
己
の
周
匝
・
物
理
學
の
理
論
を
慮
用

し
て
政
治
評
説
を
打
ち
立
て
ん
と
し
た
。
四
〇
年
つ
ひ
に
イ
ン
グ

　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
錦
四
道
　
　
七
山
三

（97）



　
　
　
、
レ
ヴ
ィ
ア
タ
ン
（
H
じ
ゅ
く
同
P
け
H
回
ρ
昌
）
の
政
治
思
想
史
的
意
義

ラ
ン
ド
に
居
ら
れ
な
く
な
り
、
バ
リ
に
亡
命
し
、
五
一
年
に
肺
回
す

る
迄
十
一
年
間
滞
在
し
九
〇
此
の
間
に
ド
ゥ
・
シ
ー
べ
（
d
Φ
Ω
＜
O
）

と
レ
ヴ
ィ
ア
タ
ン
と
。
か
生
れ
た
。
レ
ヴ
ィ
ア
タ
ン
は
一
六
五
一
年
・

ロ
ン
ド
ン
で
幽
幽
に
な
っ
た
。
又
彼
は
親
し
く
清
書
し
て
チ
ャ
ー

ル
ズ
一
世
の
王
子
後
の
チ
ャ
ー
ル
ス
ニ
世
に
獣
じ
九
が
、
書
中
カ

ト
リ
ッ
ク
教
を
大
藩
悪
く
書
い
た
の
で
、
パ
リ
に
居
ら
れ
な
く
な

り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
鰭
㎝
へ
り
、
ク
ロ
ム
ウ
．
一
ル
に
紹
娯
つ
九
。
六

〇
年
王
政
復
古
（
因
Φ
り
り
捗
O
同
⇔
け
一
〇
顕
）
後
チ
ャ
～
ル
ス
憂
世
に
は
愛
好
せ

ら
れ
た
が
、
そ
の
取
巻
連
中
、
特
に
傭
侶
の
反
封
に
出
會
ひ
，
か

な
り
戦
々
競
と
し
て
居
た
が
、
結
果
は
大
し
た
問
題
も
お
こ
ら

す
、
　
一
六
七
九
年
九
十
一
歳
の
高
齢
で
ハ
ル
ド
ウ
イ
ソ
ク
（
国
鍵
（
で

活
魚
）
で
死
ん
だ
。二

　
レ
ヴ
ィ
ア
タ
ン
は
五
一
年
ロ
ン
ド
ン
で
臨
版
さ
れ
た
他
に
，
六

八
年
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
ラ
テ
ン
語
で
出
版
瀞
心
・
れ
た
。
此
の
ラ
テ

ン
版
と
英
版
と
の
間
に
は
多
少
の
繍
違
が
あ
り
、
そ
れ
を
．
研
究
し

た
蘭
掌
者
も
あ
る
。
　
一
ゐ
ル
罵
＝
一
加
†
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
（
ン
｛
脅
5
0
げ
0
5
）
か
3
り

　
　
　
　
　
策
二
十
二
巻
　
弟
四
声
　
　
七
四
四

出
た
ル
ヴ
ィ
エ
ン
ス
キ
（
N
’
営
幕
塗
5
の
U
δ
9
暮
島
頁
曾

α
霧
9
｝
募
曾
弓
○
圃
募
。
ぎ
澤
Q
Q
馨
。
霧
6
表
出
。
げ
σ
①
’
・
に
其
の
窟
違

が
指
摘
し
て
あ
る
と
ジ
ョ
ン
・
レ
づ
ヤ
ー
ド
（
葦
三
ピ
鈴
山
巳
）
は
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
著
＝
○
σ
σ
霧
中
に
蓮
べ
て
る
る
。
レ
イ
ヤ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、
ル

ヴ
ィ
エ
ン
ス
キ
は
爾
考
の
楽
才
を
暴
け
て
、
英
版
で
出
る
前
に
ホ

ッ
ブ
ス
は
ラ
テ
ン
文
で
そ
の
草
案
或
は
大
部
分
を
書
い
て
居
た
と

蓮
べ
て
．
居
り
、
レ
イ
ヤ
ー
1
3
自
身
も
そ
の
理
慮
を
即
け
て
肯
定

し
、
夏
に
ラ
テ
ン
版
が
學
術
的
に
決
定
版
で
あ
る
と
言
っ
て
居

る
。
（
但
し
、
自
分
は
エ
ブ
リ
マ
ン
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
の
レ
ヴ
ィ
ア

タ
ン
を
テ
キ
ス
ト
に
し
た
。
）

　
レ
ヅ
ィ
ア
タ
ン
は
倫
理
・
道
徳
・
祉
會
・
哲
墨
・
等
の
方
面
か
ら
も

論
ぜ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
こ
》
で
は
只
敦
治
思
想
史
上
如

何
な
る
意
義
を
有
す
る
か
に
就
い
て
の
み
蓮
べ
る
。
便
宜
上
結
論

を
先
に
示
す
・
と
、
「
西
洋
近
代
政
治
學
詮
完
成
の
歴
史
に
於
い
て
、

レ
ヴ
ィ
ァ
タ
ン
は
眞
に
近
代
學
説
の
最
高
峰
に
位
す
る
も
の
で
あ

り
、
且
つ
其
の
最
初
に
現
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。
」

　
以
上
の
結
論
を
導
き
出
す
・
手
績
き
と
し
て
次
の
三
つ
の
傾
向
を

考
へ
る
。

（　9S　）



　
第
一
に
、
中
世
に
於
い
て
は
法
が
総
て
を
支
配
し
、
支
配
者
は

法
に
よ
っ
て
支
配
し
、
ア
ブ
ゾ
リ
ェ
ー
ト
・
キ
ン
グ
（
⇔
募
○
葺
。

空
薦
）
と
か
ス
ヴ
．
【
レ
ン
テ
イ
含
○
＜
2
Φ
お
簿
）
・
）
と
か
の
夢
心
は

無
い
。
近
世
に
な
っ
て
、
ボ
…
ダ
ン
（
b
d
O
鼠
⇔
）
琢
來
主
樺
と
云

ふ
概
念
が
形
作
ら
れ
、
近
代
政
治
話
説
が
勃
興
し
、
現
實
政
治
界

に
於
い
て
も
專
制
政
治
の
流
行
と
な
っ
た
。
而
し
て
專
制
政
治
の

完
成
を
、
霊
算
者
の
灌
力
が
自
然
法
の
制
禦
を
受
け
す
、
転
封
性
を

帯
ぶ
る
事
に
あ
る
と
考
へ
た
い
。
U
δ
国
叢
。
疑
。
プ
o
N
Φ
貯
⊆
H
鈎
け

の
第
百
四
＋
五
巻
中
の
ブ
リ
ッ
ツ
・
ハ
ル
ト
ゥ
ン
グ
（
雨
冠
ぎ
寓
勉
亭

琶
σ
q
）
の
U
δ
国
困
）
8
ぎ
炉
α
9
愚
鈍
g
8
野
鼠
。
き
属
。
三
〇
汐
◎
2

ゆ
O
餌
①
目
Φ
P
O
①
ひ
ワ
O
げ
幽
O
溶
け
①
キ
｝
一
云
ふ
給
剛
文
中
、
コ
ー
ゼ
ル
（
閑
■
淵
O
ω
Φ
門
）

が
フ
ラ
ン
ス
の
ル
イ
＋
四
世
の
專
制
政
治
を
最
も
典
型
的
な
も
の

と
考
へ
、
プ
ロ
シ
ア
の
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
大
王
の
專
制
攻
治
を
退
歩

叉
は
墜
落
（
因
口
。
誓
惹
毒
σ
身
弓
q
ジ
、
昼
。
。
養
§
σ
q
）
と
観
て
み
る
に
反

し
、
プ
ロ
シ
ャ
の
愛
國
史
家
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ト
ラ
イ

チ
ヶ
（
国
㊦
曲
口
尻
一
〇
一
μ
　
く
O
⇔
　
8
H
①
㎞
け
ψ
O
ゴ
一
（
⑦
）
は
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の
専
制

．
政
治
を
最
も
完
成
せ
る
も
の
（
凋
。
量
Φ
ぎ
§
磯
諺
創
｝
乙
∩
亨
8
。
Q
酔
⑦
竿

面
割
§
暇
）
と
観
て
み
る
と
あ
る
。
ト
ラ
イ
チ
ケ
が
か
く
考
へ
る
の

　
　
　
　
レ
グ
ィ
ア
タ
ン
（
H
U
①
〈
一
9
け
一
り
鑓
一
9
）
の
政
治
患
想
史
的
意
義

も
融
然
の
事
で
あ
り
、
ト
ラ
イ
チ
ケ
の
如
く
プ
ロ
シ
ア
最
慣
で
な

い
コ
ー
ゼ
ル
が
以
上
の
如
く
考
へ
る
の
も
こ
れ
亦
．
當
然
の
事
で
は

あ
る
が
、
自
分
は
專
制
政
治
の
完
全
な
る
姿
を
主
穫
潜
が
維
封
的

模
力
を
持
つ
揚
合
に
認
め
た
い
。
之
は
議
論
の
蝕
地
は
あ
る
と
思

・
｛
が
、
中
世
政
治
思
想
．
研
究
の
大
家
カ
ー
ラ
イ
ル
の
寓
。
（
節
9
・
筥

弓
○
四
三
。
側
壁
8
q
ぎ
尊
上
。
づ
δ
琢
の
第
五
巻
最
後
の
章
に
、
中
世

政
治
思
想
の
特
質
に
就
い
て
簡
潔
に
述
べ
て
み
る
意
見
を
安
常
な

観
方
と
信
じ
ヤ
大
罷
カ
ー
ラ
イ
ル
の
所
説
に
し
た
が
っ
た
。

　
第
二
の
傾
向
は
、
中
世
は
宗
教
的
で
あ
り
、
近
世
に
至
る
に
し
　
の

た
が
っ
て
、
外
宮
激
的
或
は
合
理
的
傾
向
に
進
ん
だ
事
。
　
　
　
　
ω

　
第
三
の
傾
向
は
封
建
的
よ
り
中
央
集
櫻
的
に
し
て
且
つ
個
人
の

買
値
が
高
く
観
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
事
で
あ
る
。

三

　
以
上
三
つ
の
傾
向
に
就
い
て
は
、
議
論
の
絵
地
は
あ
る
だ
ら
う

が
、
自
分
は
政
治
思
想
史
上
、
中
世
よ
り
近
世
へ
の
推
移
に
於
い

て
、
最
も
署
し
い
傾
向
と
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。
次
に
そ
の
各
々

に
就
い
て
、
レ
ヴ
ィ
ァ
タ
ン
が
如
何
に
考
へ
ら
れ
る
か
に
就
い
て

　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
第
四
号
　
　
七
四
五



レ
ヴ
ィ
ア
タ
ン
（
旧
じ
①
〈
同
9
け
ゴ
ρ
口
）
の
致
治
思
想
吏
約
意
義

蓮
べ
る
。

　
先
づ
第
一
に
，
自
然
法
の
支
配
を
脱
し
、
主
灌
者
の
絶
封
性
を

認
め
る
み
二
云
ふ
錨
に
於
い
て
は
、
レ
ヴ
ィ
ァ
タ
ン
は
最
も
徹
底
し

て
居
る
。
か
の
イ
タ
リ
ア
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
生
ん
だ
近
代
政
治
學

の
生
み
の
親
と
も
云
ふ
べ
き
マ
キ
ア
ベ
リ
の
如
き
は
、
政
治
學
（
實

は
敦
下
刷
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
が
）
を
兎
も
角
宗
数
か
ら

引
き
離
し
た
国
詞
は
實
に
偉
大
で
あ
る
が
、
圭
灌
の
性
質
と
云
ふ

機
な
事
に
は
全
然
鰯
れ
て
る
な
い
。
何
と
云
っ
て
も
、
近
代
敦
治

學
の
始
筆
は
ジ
ャ
ン
・
ボ
ー
ダ
ン
で
あ
る
。
彼
は
主
題
の
絶
蚤
性

を
主
張
し
な
が
ら
、
一
面
に
自
然
法
に
制
限
せ
ら
れ
て
る
る
と
書

ふ
。
ジ
ョ
ン
・
レ
イ
ヤ
ー
ド
は
ホ
ッ
ブ
ス
と
ボ
ー
ダ
ン
と
の
M
異
同

を
詳
細
に
蓮
べ
て
、
特
に
財
産
に
瀾
す
る
議
論
に
於
い
て
相
伴
す

　
　
　
　
　
　
　
　
②

る
事
を
力
説
し
て
居
る
。
要
す
る
に
、
ボ
ー
ダ
ン
は
主
樺
維
靭
性

の
創
始
者
の
名
を
負
ふ
事
は
酢
筒
て
も
、
そ
の
昇
騰
者
と
は
云
へ

な
い
。

　
衣
に
フ
ラ
ン
ス
の
ル
イ
十
四
世
の
五
条
政
治
を
瀬
干
し
た
ボ
ス

エ
ー
（
切
。
沼
二
簿
）
に
就
い
て
は
、
彼
の
餌
食
は
糞
意
の
サ
レ
・
ロ

バ
ー
ト
・
フ
ィ
ル
マ
ー
（
ω
一
匡
、
男
O
げ
①
憎
梓
　
瞭
．
臨
一
⇒
O
巳
）
の
説
程
論
理
的

　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
策
四
葬
　
　
七
四
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

で
な
い
と
ダ
ン
ニ
ン
グ
（
U
ロ
ヨ
山
農
）
は
述
べ
て
居
る
。
叉
ボ
ー

ダ
ン
の
艦
樺
の
絶
樹
と
云
ふ
事
は
氣
儘
な
（
母
σ
噛
9
曙
）
事
を
意

　
　
　
④

饗
し
な
い
。
ア
ル
ビ
ト
ラ
リ
な
行
爲
と
は
、
（
一
）
　
臣
民
が
奴
隷

で
あ
る
こ
と
。
（
二
）
　
臣
民
が
所
有
構
を
持
た
ぬ
こ
と
。
（
三
）

君
主
が
万
民
の
生
命
と
財
産
を
勝
手
に
魑
超
す
る
こ
と
。
（
四
）

君
主
が
自
己
の
意
志
を
以
て
法
律
と
見
な
す
こ
と
。
以
上
の
四
つ

で
あ
る
。
樹
ボ
ス
エ
ー
は
年
代
的
に
も
ホ
ッ
ブ
ス
以
後
に
な
っ
て

居
る
。

　
王
卿
紳
本
説
の
代
表
者
は
何
と
云
っ
て
も
フ
ィ
ル
マ
ー
で
あ

る
。
ジ
・
一
ー
ム
ス
一
世
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
王
位
に
登
る
前
に
獲

表
し
た
王
沸
沸
概
説
も
、
フ
ィ
ル
マ
ー
の
読
程
有
意
義
な
も
の
で

　
　
⑤

は
な
い
。
倦
フ
ィ
ル
マ
ー
の
説
は
革
命
時
代
に
王
窯
の
間
に
行
は

れ
た
專
翻
刷
政
治
の
理
論
で
、
ネ
ッ
ブ
ス
の
專
鋼
政
治
理
論
は
、
櫓
旧

侶
か
ら
攻
繋
せ
ら
れ
、
當
時
に
於
い
て
は
勢
力
の
あ
る
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
そ
れ
は
當
時
の
所
調
民
圭
々
義
者
の
攻
撃
の
的
が
フ

ィ
ル
マ
ー
で
あ
っ
九
事
か
ら
了
解
出
守
る
。
ア
ル
ジ
ャ
ー
ノ
ン
・
シ

ド
ニ
f
（
≧
鷺
ヨ
。
⇒
。
Q
弓
ξ
）
の
b
ぎ
○
舅
霧
。
§
8
忌
罐
の
。
で

。
髪
藤
壷
も
そ
の
一
例
で
あ
り
、
一
六
九
〇
年
に
出
た
ロ
ッ
ク
の

〈100）



民
政
論
（
9
。
ナ
・
購
ぴ
q
o
＜
の
登
き
曇
）
も
、
開
巻
第
一
頁
か
ら
フ
ィ
ル

マ
ー
の
名
前
を
畢
け
て
そ
の
読
を
攻
撃
し
て
み
る
。
今
日
で
は
フ

ィ
ル
マ
ー
の
專
制
政
治
理
論
は
ロ
ッ
ク
の
民
政
論
に
よ
っ
て
、
漸

く
人
々
の
忘
却
を
ま
ぬ
か
れ
、
ホ
ッ
ブ
ス
の
方
が
喧
し
≦
冨
は
れ

て
居
る
が
、
第
十
七
世
紀
に
於
い
て
は
正
反
封
で
あ
っ
た
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
無
い
。
フ
ィ
ル
マ
ー
著
バ
ト
リ
ァ
ル
カ
（
℃
・
。
嘗
貯
〒

9
p
）
の
序
言
に
謹
夢
呂
。
・
日
溜
8
導
①
馨
冒
＄
α
〉
冑
鎖
○
σ
σ
①
。
・
．

9
0
r
b
馬
9
ぎ
”
醤
瓢
｝
ヨ
ト
轟
疑
ミ
ミ
♪
筈
。
簿
チ
①
目
口
㎎
客
誘
。
［

ω
o
く
2
0
噌
属
ざ
三
比
0
7
β
o
一
⇔
鋤
♪
昏
鉾
H
貯
6
ヨ
｝
郷
貫
μ
。
。
○
鋤
田
℃
ぴ
、

ρユ

嵩
㈱
O
島
。
δ
塁
ぞ
プ
嘗
島
①
四
一
H
8
髪
①
暴
三
昏
ぼ
H
⇒
筈
。
暮
夢
①

エ
σ
q
葺
。
鴨
§
ミ
ミ
曜
～
V
嚥
σ
q
O
＜
窪
μ
ヨ
魯
絆
び
9
H
o
撃
ゴ
9
鋤
σ
q
器
0
8
三
。
・

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ヨ
魯
魚
9
箱
ミ
ミ
マ
～
）
、
％
壽
．
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
如
何
に
ホ

ッ
ブ
ス
の
專
制
政
治
學
設
が
切
封
的
な
も
の
で
あ
る
か
が
了
解
出

來
る
。
然
る
に
、
そ
の
ホ
ッ
ブ
ス
に
も
維
那
性
に
鉄
け
る
襟
な
鮎

も
あ
る
。
レ
ヴ
ィ
ア
タ
ン
中
の
一
句
に
、
日
汐
①
○
σ
轟
a
o
口
o
h
G
Q
呂

冨
。
緩
ε
夢
Φ
ω
9
δ
お
蒔
邸
u
誘
g
浮
島
Φ
轟
8
0
鳥
8
獲
馨
霧
一
〇
昌
α
q
騒
霧
畠

挿
。
δ
昌
忍
び
菖
愚
昌
夢
。
唱
。
≦
費
勢
車
巴
ポ
σ
図
嚢
出
2
冒
げ
Φ
ジ
9
。
σ
δ

　
　
　
　
　
　
⑦

8
冥
0
8
9
夢
O
導
・
と
あ
る
。

　
　
　
　
レ
ヴ
ィ
ア
タ
ン
（
目
⑦
〈
㌶
鷺
堅
こ
の
政
治
患
野
史
酌
意
義

　
こ
れ
を
何
と
解
糖
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
。

　
自
分
は
元
入
主
義
的
・
功
利
叢
義
的
立
場
に
立
て
ぢ
彼
の
理
論

と
し
て
は
、
寧
ろ
居
然
の
瞬
結
で
止
む
を
得
な
い
と
思
ふ
。
要
す

る
に
、
フ
ィ
ル
マ
！
自
身
が
満
足
す
る
程
縄
封
的
な
も
の
で
あ
っ

た
。
絶
鋤
的
と
云
ふ
黙
に
於
い
て
、
⑦
の
如
き
疵
は
あ
る
と
し
て

も
、
フ
ィ
ル
マ
ー
の
説
を
近
代
的
と
な
す
に
は
、
あ
ま
り
に
宗
教

的
色
彩
が
濃
く
、
主
継
の
超
原
の
説
明
に
於
い
て
、
全
然
中
世
的

で
あ
る
。
之
は
ボ
ス
エ
ー
に
し
て
も
同
じ
で
あ
る
。
こ
、
に
筋
述

の
第
二
の
傾
向
た
る
宗
敏
的
よ
り
非
宗
教
的
へ
の
製
化
が
問
題
と

な
っ
て
來
る
。
か
・
る
鮎
か
ら
、
自
分
は
レ
ヴ
ィ
ア
タ
ン
に
し
て

は
じ
め
て
近
代
的
政
治
學
説
と
書
し
得
る
と
信
ず
る
。
吏
に
第
三

の
傾
向
で
あ
る
封
建
的
よ
り
中
央
国
構
的
へ
、
そ
し
て
輿
入
の
便

値
を
重
ん
ず
る
傾
向
へ
の
推
移
の
上
か
ら
考
へ
る
と
、
レ
ヴ
ィ
ア

タ
ン
の
近
代
性
は
決
定
的
と
な
る
。

四

　
近
代
民
主
主
義
の
超
原
を
尋
ぬ
る
に
際
し
、
第
十
六
世
紀
後
牛

に
親
は
れ
た
ユ
ー
ベ
ル
・
ラ
ン
ゲ
（
頃
9
①
詳
鍔
凝
ロ
醇
）
と
か
、
ジ

　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
第
四
號
　
　
七
四
七
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レ
ヴ
ィ
ア
タ
ン
（
び
。
’
”
ぎ
翁
願
三
）
の
政
治
思
惣
史
的
出
献
義

ヨ
ー
ジ
・
ブ
カ
ナ
ン
（
0
8
お
（
W
H
嫁
C
ゴ
§
§
）
と
か
、
或
は
叉
ヨ
ハ

ネ
ス
・
ア
ル
ツ
ジ
ュ
ー
ス
（
〕
o
藍
§
（
涜
≧
量
鉱
塁
）
等
の
反
君
主

思
想
に
そ
の
起
原
を
求
め
る
編
者
が
あ
る
が
、
之
は
大
き
な
誤
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

あ
る
。
ダ
ン
ニ
ン
グ
が
詳
算
す
る
如
く
、
之
等
の
も
の
は
反
動
的
・

中
世
的
の
も
の
で
、
王
を
中
心
と
す
る
中
央
集
模
的
傾
向
に
反
封

し
て
、
封
建
的
・
中
世
的
諸
倹
の
爲
に
辮
じ
た
も
の
で
、
彼
等
の

唱
へ
る
ピ
ー
．
フ
ル
（
》
8
巨
。
）
と
云
ふ
の
は
、
各
人
に
よ
っ
て
多

少
の
相
違
は
あ
る
が
、
決
し
て
個
人
の
集
合
を
意
味
す
る
も
の
で

は
な
く
、
封
建
的
勢
力
の
集
合
を
指
す
の
で
あ
る
。

　
然
ら
ば
眞
の
近
代
民
主
寸
義
の
創
始
者
は
誰
か
と
云
へ
ば
，
自

分
は
敢
へ
て
ホ
ッ
ブ
ス
で
あ
る
と
云
ひ
た
い
。
從
來
ホ
ッ
ブ
ス

は
、
君
主
主
義
者
で
あ
る
襟
に
考
へ
ら
れ
て
る
九
が
、
彼
は
純
然

た
る
君
主
圭
義
者
で
も
な
け
れ
ば
、
純
然
た
る
民
主
主
義
者
で
も

な
い
。
と
同
時
に
、
或
る
意
味
に
於
い
て
は
君
主
空
義
者
で
も
あ

り
、
民
主
主
義
春
で
も
あ
る
。
　
リ
ン
ぜ
イ
（
目
ぎ
窮
畠
）
が
レ
ヴ
ィ

ァ
タ
ン
の
序
文
巾
に
、
渥
ジ
窪
8
蔓
。
；
9
・
。
益
讐
ε
、
ぞ
蜜

h
o
ま
妻
。
自
ド
曙
〉
蕊
号
鳩
餌
一
乙
鳥
。
・
酔
三
蓋
α
色
｝
・
｝
肖
。
く
巳
§
歪
　
熔
デ

づ
葺
ヨ
ε
震
g
畝
8
汐
叶
｝
6
切
葺
凶
珍
O
o
蓼
薄
暮
曲
9
ピ
　
等
腫
夢
。 　
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四
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⊆
9
．
o
互
）
ヨ
§
㌘
監
8
諺
二
一
葺
δ
暴
＝
げ
2
曙
。
。
ぎ
8
鎖
。
σ
σ
霧
」
冒
ざ

7
霧
⇒
9
ご
。
（
寒
露
欝
ピ
蔓
夏
扇
霧
。
⇔
2
瓢
9
μ
○
団
け
プ
Φ
葺
凱
鍵
O
h
筈
。

。。

潤
モ
盾
ｨ
蔭
口
）
○
≦
o
さ
一
）
β
け
影
夢
興
9
窪
卍
泰
8
お
ゆ
o
o
9
ω
9
、
①
器
噌
μ
曙

ぎ
影
取
。
。
δ
語
二
〇
岳
①
．
℃
8
豆
9
　
鐸
§
同
。
。
き
け
汐
。
§
ω
凶
夢
〇
三

鼠
§
寓
○
⊆
）
o
乳
ノ
、
δ
華
　
　
鵠
①
螢
ξ
Ω
。
誘
旨
巴
簿
舷
戸
①
島
夢
簿
夢
。

。。

n
く
①
お
蒔
⇔
ヨ
頃
脳
詳
σ
O
鋤
ヨ
簿
鐸
○
出
撃
霧
。
・
O
日
σ
落
○
口
囲
O
⇔
．
と

　
　
　
　
⑨

述
べ
て
居
る
。

　
而
し
て
こ
の
ホ
ッ
ブ
ス
は
君
主
的
な
り
や
、
畏
主
的
な
り
や
と

云
ふ
事
は
、
レ
ヴ
ィ
ア
タ
ン
執
筆
の
動
機
に
も
閣
籍
し
て
く
る
。
從

來
は
レ
ヴ
ィ
ア
タ
ン
は
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
家
の
專
制
政
治
色
艶
の
爲

に
書
か
れ
た
と
さ
れ
て
み
た
。
そ
れ
が
段
々
疑
は
し
く
思
は
れ
る

に
至
っ
た
。
そ
し
て
夏
に
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
に
媚
る
矯
に
書
い
た

と
一
五
は
れ
サ
リ
滞
振
に
さ
へ
な
っ
た
。
ジ
ョ
ン
・
レ
イ
ヤ
；
ド
は
レ
ヴ
ノ

．
・
ア
タ
ン
が
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
辮
護
の
爲
に
書
か
れ
た
と
考
へ
ら
れ

る
に
至
っ
た
柵
埋
巾
…
は
、
ホ
ッ
ブ
ス
が
一
レ
ヴ
4
ア
タ
ン
。
か
印
刷
さ
れ

つ
・
あ
る
時
に
、
實
は
自
分
は
圃
に
館
へ
り
た
い
の
だ
と
語
っ
た

こ
と
。
次
に
一
六
五
六
年
・
に
ネ
ッ
ブ
ス
。
が
レ
ヴ
イ
ア
タ
ン
・
か
世
に

出
た
爲
に
、
千
入
の
紳
士
を
新
政
府
に
気
血
な
ら
し
め
た
と
、
誇
ら

’（エ02）



し
げ
に
語
っ
た
と
云
ふ
こ
と
。
第
三
に
ホ
ッ
ブ
ス
が
王
蕪
の
下
る

者
が
新
政
府
に
忠
實
に
な
っ
た
事
を
、
自
己
保
存
の
爲
に
正
當
な

事
で
あ
る
と
善
肖
っ
た
こ
と
を
、
墾
抄
て
、
か
エ
る
理
由
か
ら
、
ク
ロ

ム
ゥ
．
一
ル
に
媚
び
る
爲
に
書
い
た
と
断
ず
る
の
は
、
當
ら
な
い
と

　
　
　
　
⑩

言
っ
て
み
る
。
ホ
ッ
ブ
ス
の
レ
ヴ
千
ア
タ
ン
執
筆
の
動
機
は
、
黛

派
的
の
も
の
で
は
な
く
、
英
町
を
内
覧
よ
り
救
は
ん
と
し
て
絶
封

政
治
を
主
張
せ
ん
と
し
九
の
で
あ
る
。

　
か
く
の
如
く
、
レ
グ
ィ
ア
タ
ン
は
そ
の
内
容
の
上
か
ら
も
，
叉

執
筆
の
動
機
か
ら
云
っ
て
も
、
君
主
的
と
も
民
主
的
と
も
決
定
し

難
く
、
塗
る
鮎
民
主
的
傾
向
も
君
主
的
傾
向
も
具
へ
る
。
而
し
て

第
＋
六
世
紀
後
牛
の
ア
ル
ツ
ジ
．
一
ー
ス
等
の
政
治
論
を
反
動
的
と

観
て
、
レ
ヅ
ィ
ァ
タ
ン
を
近
代
民
主
主
義
の
起
原
と
観
る
の
は
、
そ

れ
が
封
建
餉
∵
中
世
的
・
宗
数
的
色
彩
を
脱
し
、
個
入
を
幕
礎
と
し

た
申
霊
鳥
椹
的
傾
向
み
二
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
ホ
ッ

ブ
ス
と
近
代
自
然
科
學
と
の
關
係
を
考
へ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

　
ホ
ッ
ブ
ス
は
べ
花
コ
ン
や
デ
カ
ル
ト
の
影
響
を
多
く
受
け
て
居

る
が
、
同
時
に
ガ
リ
レ
イ
と
の
關
係
を
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な

い
．
．
一
膿
近
代
的
自
然
法
墨
的
考
、
へ
方
の
特
質
は
、
田
邊
博
士
に

　
　
　
　
レ
謝
ソ
ィ
ア
タ
ン
（
い
O
託
P
田
口
二
一
）
の
砿
以
り
掴
田
心
露
悪
史
的
出
鵡
義

よ
れ
ば
、
物
質
界
の
終
極
の
蟹
純
な
る
要
素
と
し
て
、
軍
元
師
ち

原
子
を
立
て
た
こ
と
で
、
そ
の
最
初
の
入
は
ガ
リ
レ
イ
で
あ
っ
て

ベ
イ
コ
ン
で
は
な
い
。
ベ
イ
コ
ン
は
軍
に
抽
象
的
上
納
法
を
考
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

出
し
た
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
と
述
べ
て
居
ら
れ
る
Q
而
し

て
ガ
リ
レ
イ
の
老
年
成
熟
期
、
之
に
傾
倒
せ
る
ホ
ッ
ブ
ス
が
、
三

六
年
フ
p
レ
ン
ス
で
出
潮
ひ
、
翌
三
七
年
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
蹄
へ

り
、
そ
の
数
學
・
物
理
學
の
智
識
を
基
礎
と
し
て
政
治
論
を
も
の
せ

ん
と
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
．
る
か
ら
、
ガ
リ
レ
イ
の
影
響
は
大
な

る
も
の
が
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
例
へ
、
ガ
リ
レ
イ
の

直
接
の
影
響
は
小
な
り
と
し
て
も
、
少
く
と
も
、
ガ
リ
レ
イ
的
な

考
へ
方
の
擦
筆
氣
の
土
地
に
遊
び
，
そ
の
時
代
に
執
筆
し
た
の
で

の
の
る
。
白
H
分
は
ベ
イ
コ
ン
や
デ
カ
ル
ト
と
＊
ッ
ブ
ス
と
の
關
｝
係
よ

り
も
、
ガ
リ
レ
イ
と
の
薄
額
が
深
い
と
云
ふ
の
で
は
な
い
。
只
政
治

論
の
上
か
ら
云
へ
ば
、
ガ
リ
レ
イ
の
影
響
を
相
當
強
く
勢
へ
て
も

よ
い
と
思
ふ
の
み
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
田
邊
博
士
の
雷
は
れ
る
如

く
、
近
代
科
畢
的
な
考
へ
方
の
醗
が
ガ
リ
レ
イ
で
あ
る
な
ら
ば
、
其

の
科
學
的
方
法
を
基
礎
と
し
て
は
じ
め
て
敦
治
學
を
打
ち
立
て
た

人
は
ホ
ッ
ブ
ス
で
あ
る
。
か
く
し
て
ホ
ッ
ブ
ス
は
近
代
敦
治
學
者

　
　
　
　
　
箪
二
十
二
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レ
ヴ
ィ
ア
タ
ン
（
営
為
誉
§
）
の
政
治
思
想
史
的
意
義

中
の
最
高
峰
に
は
じ
め
て
立
つ
た
人
で
あ
る
と
云
ひ
得
ら
れ
る
．
，

　
こ
・
に
お
断
り
し
て
置
き
た
い
の
は
、
前
蓮
の
三
傾
向
か
ら
の

み
観
て
、
レ
ヴ
ィ
『
タ
ン
を
近
代
政
治
學
設
中
の
最
高
峰
で
あ
る

と
断
じ
弛
の
で
は
な
く
、
只
從
來
既
に
近
代
政
治
學
説
中
の
最
蕎

峰
で
あ
る
と
観
ら
れ
て
る
た
レ
ヴ
ィ
ァ
汐
ン
を
、
こ
義
に
自
分
の

猫
回
国
に
考
へ
た
三
傾
向
か
ら
再
吟
味
し
て
、
果
し
て
そ
の
然
る

所
以
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
ホ
ッ
ブ
ス
以
後
の
政
治
墨
界
を
展
望
し
て
、
レ
ヴ
ィ
ァ
タ

ン
の
慣
値
決
定
に
資
し
た
い
。
專
制
政
治
學
読
、
脚
ち
室
棲
の
絶

封
性
を
説
く
學
読
に
次
い
で
現
は
れ
た
の
が
、
入
民
の
自
史
を
趣

毒
し
な
い
爲
に
主
樺
を
分
割
し
て
、
そ
の
閥
に
バ
ラ
ン
ス
を
取
ら

ん
と
す
る
所
謂
三
筆
分
立
詮
で
あ
る
。
而
し
て
か
誌
る
考
へ
方
は

ロ
ッ
ク
以
後
盛
と
な
っ
た
。
p
ッ
ク
の
外
交
僅
、
《
ひ
。
斎
ζ
幾
ぎ

℃
○
≦
費
）
は
行
政
棲
（
臼
⑦
露
8
窪
く
。
℃
o
屯
○
『
）
の
　
部
で
、
實

際
は
ロ
ッ
ク
は
二
笹
分
立
読
と
申
す
べ
き
で
あ
る
．
．
ラ
ン
ケ
の
政

治
學
史
に
よ
る
も
し
か
考
へ
て
る
る
し
、
ダ
ン
ニ
ン
グ
も
、
　
ロ
ッ
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巻
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ク
は
二
灌
分
立
で
、
モ
ン
テ
ス
キ
議
…
に
於
い
て
始
め
て
三
灌
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

純
な
る
事
を
力
説
し
て
居
る
。
し
か
も
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
ロ
ッ

ク
の
外
交
模
の
代
り
に
司
法
模
を
考
へ
香
し
た
が
、
之
は
彼
が
パ

ー
ル
マ
ン
の
判
事
で
あ
っ
た
か
ら
、
ブ
ル
ボ
ン
王
朝
の
離
断
政
治

の
爲
に
、
司
法
棲
ま
で
侵
害
せ
ら
れ
ん
と
す
る
傾
向
に
封
ず
る
反

抗
的
意
識
か
ら
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
叉
ト
ー
マ
ス
・
ペ
イ
ン

（
日
プ
O
団
P
帥
ω
　
娼
帥
噛
づ
①
）
の
読
を
観
る
と
、
や
は
り
行
政
樺
と
立
法
標

と
の
二
構
に
な
っ
て
み
る
。
し
か
も
ダ
ン
ニ
ン
グ
は
、
之
は
ペ
イ

ン
の
創
意
で
は
な
く
、
む
し
ろ
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
二
模
的
な
詮

の
獲
介
し
た
も
の
と
考
へ
、
　
モ
ン
テ
ス
キ
議
一
も
眞
に
三
携
分

立
で
な
く
二
樺
で
あ
る
と
、
萬
法
精
理
（
d
。
頴
ぞ
羅
馬
空
δ
呂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

の
第
十
一
聡
第
六
章
を
引
用
し
て
論
明
し
て
み
る
．
．
自
分
が
萬
法

挙
国
の
そ
の
驚
所
を
讃
む
に
、
司
法
樺
を
他
の
二
構
と
封
等
に
は

考
へ
て
る
な
い
様
な
風
で
も
あ
る
が
、
さ
り
と
て
罵
法
構
を
行
政

樺
の
一
部
と
考
へ
て
る
る
と
も
断
言
嵐
平
な
い
。
眞
の
三
襟
分
立

は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
望
の
制
度
に
現
は
れ
、
革
命
暁
代
（
九
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

頃
）
に
フ
ラ
ン
ス
へ
逆
移
入
さ
れ
て
き
た
。
ダ
ン
ニ
ン
グ
が
ロ
ッ

　
　
　
　
　
　
⑮

ク
の
章
に
お
い
て
、
講
、
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
は
じ
め
て
三
構
分
立
説
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を
完
戒
し
、
ロ
ッ
ク
は
こ
構
で
あ
る
と
云
ひ
、
ペ
イ
ン
の
と
こ
ろ

⑯で
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
弱
法
構
を
云
々
す
る
の
は
矛
盾
と
云
へ

ば
矛
盾
で
あ
る
。
結
局
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
三
罐
分
立
と
観
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
司
法
擢
の
み
は
や
＼
問
題
だ
と
思
ふ
。

　
更
に
へ
ー
グ
ル
の
三
襟
を
観
る
と
、
行
政
・
立
法
要
事
の
他

に
、
之
を
続
一
す
る
よ
り
高
い
重
力
を
考
へ
て
、
之
を
厩
晋
’
。
岳
。
プ
Φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

○
⑦
≦
Q
斥
と
樗
し
て
み
る
。
こ
・
に
至
り
、
ロ
ッ
ク
。
モ
ン
テ
ス
キ

ュ
ー
・
ペ
イ
ン
等
の
模
力
分
立
説
と
、
ボ
ー
ダ
ン
・
ホ
ッ
ブ
ス
・
ル

ソ
ー
等
の
主
椹
不
可
分
立
読
と
が
、
融
合
し
た
も
の
と
擬
る
べ
き

で
あ
る
。

　
最
後
に
ル
ソ
ー
に
就
い
て
｝
寵
す
れ
ば
、
彼
は
普
通
に
民
主
主

義
者
と
樗
さ
れ
て
る
る
し
、
叉
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、
民
約
論

（
U
5
0
0
9
若
け
6
0
一
覧
○
β
つ
H
汐
。
ぢ
①
ω
鳥
澤
毎
○
口
回
〕
β
σ
一
5
煽
①
）
に
あ
ら

は
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、
必
ず
し
も
君
主
制
を
全
然
拒
否
し
て
は
み
　
●

な
い
。
之
は
彼
の
政
治
學
史
上
に
及
ぼ
せ
る
最
も
大
き
な
功
績
と

云
は
れ
御
事
志
（
〈
量
か
騎
象
琶
と
馨
誉
δ
一
贅
①

8
塁
）
と
の
隈
別
を
考
へ
、
矛
盾
に
満
ち
た
貼
で
名
高
い
民
約
論

で
あ
る
が
、
之
を
精
讃
す
れ
ば
頷
か
れ
一
、
9
事
と
信
ず
る
。
實
際
ル

　
　
　
　
ソ
ヴ
ィ
ア
タ
ン
（
い
O
凱
簿
7
範
こ
の
政
滑
二
黒
史
的
蹴
楓
義

ソ
ー
は
樺
等
分
立
論
を
極
端
に
嫌
ひ
、
む
し
ろ
ホ
ッ
ブ
ス
と
紹
通

　
　
　
　
⑲

す
る
鮎
多
く
、
民
約
論
第
四
編
第
八
章
肚
二
足
宗
教
に
於
い
て
も
、

ホ
ッ
ブ
ス
の
絶
戸
論
を
禧
讃
し
て
み
る
。
然
る
に
現
實
政
治
界
に

及
ぼ
し
た
影
響
か
ら
の
み
考
察
さ
れ
勝
ち
で
あ
っ
た
鮎
と
、
又
自

由
と
云
ふ
事
に
あ
ま
り
強
く
囚
は
れ
過
ぎ
て
み
た
一
般
西
洋
諸
學

者
に
鍋
ひ
さ
れ
、
ホ
ッ
ブ
ス
よ
り
む
し
ろ
ロ
ッ
ク
・
モ
ン
テ
ス
キ

ュ
ー
に
近
い
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
．
る
。

ノ、

　
之
を
要
す
る
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
於
い
て
、
ボ
ー
ダ
ン
・
ホ
ッ
ブ

ス
・
ル
ソ
ー
等
の
主
樺
絶
封
説
と
、
ロ
ッ
ク
・
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
・

ペ
イ
ン
等
の
樺
力
李
衝
論
と
が
融
合
し
た
と
観
る
事
が
出
鼻
る
。

而
し
て
こ
の
爾
者
は
，
あ
る
意
味
に
於
い
て
、
現
代
政
治
上
の
重

要
問
題
た
る
、
自
由
と
統
翻
と
の
聞
題
に
も
翻
通
す
る
黙
が
な
い

で
も
な
い
。
と
ま
れ
中
世
的
・
封
建
的
・
宗
敏
的
色
彩
を
脆
し
、

近
代
自
然
科
學
の
研
究
の
成
果
の
上
に
立
て
ら
れ
た
專
制
政
治
學

説
で
、
そ
の
絶
封
性
に
お
い
て
、
王
子
帥
風
説
の
代
表
二
九
る
フ

｛
ル
マ
ー
を
満
帯
せ
し
め
、
主
簿
絶
封
性
の
争
論
を
完
成
し
、
や

　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
第
四
號
　
　
七
五
皿
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ツ
ヴ
ィ
ア
タ
ン
（
8
豊
津
障
舘
）
の
攻
絵
思
想
史
的
意
義

“
か
て
樺
力
分
立
説
を
生
む
契
機
と
な
っ
た
レ
ヴ
ィ
ア
タ
ン
を
、
近

代
政
治
學
説
中
の
最
高
峰
た
り
、
そ
の
最
初
の
も
の
と
考
へ
る
の

は
、
決
し
て
無
理
で
な
い
と
思
ふ
。

　
當
代
に
迫
害
さ
れ
た
レ
ヴ
ィ
ァ
タ
ン
は
、
ホ
ッ
ブ
ス
の
死
後
も

オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
麓
か
れ
た
が
、
名
霧
革
命
の
辮
護
と
云
ふ
蕪

派
的
目
的
を
持
つ
た
ロ
ッ
ク
の
民
政
論
が
、
フ
ィ
ッ
ッ
・
ぜ
ー
ム
ス
・

ス
テ
イ
フ
ァ
ン
Q
刃
ぎ
智
］
ρ
窪
ω
8
喜
①
ゆ
）
に
よ
っ
て
、
彼
の
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

而
上
學
と
矛
盾
し
て
み
る
と
指
摘
さ
れ
π
の
に
較
べ
て
、
い
よ
い

よ
盒
々
政
治
學
界
に
光
を
放
ち
、
且
つ
又
今
日
の
世
界
の
外
交
上

の
四
民
を
見
れ
ば
、
ホ
ッ
ブ
ス
の
自
然
歌
島
の
説
明
が
、
永
久
の

眞
理
を
含
む
も
の
と
思
は
れ
る
。
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